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(57)【要約】
注入点を有し、少なくとも増幅器及び変圧器を有する少
なくとも１つの受信機と、少なくとも１つの受信機の注
入点に結合された複数のアイソレーションスイッチと、
ここで、複数のアイソレーションスイッチは、送信機に
よって生成された較正信号を注入点のうちの１つに送る
ように構成される、を含む装置。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　注入点を有し、少なくとも増幅器及び変圧器を有する少なくとも１つの受信機と、
　前記少なくとも１つの受信機の注入点に結合された複数のアイソレーションスイッチと
、ここで、前記複数のアイソレーションスイッチは、送信機によって生成された較正信号
を前記注入点のうちの１つに送るように構成される、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記較正信号は、（１）前記変圧器の入力である前記増幅器の出力又は（２）前記増幅
器の入力
　のうちの１つに送られる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの受信機及び前記送信機は、単一のチップ上に構成される、請求項
１に記載の装置。
【請求項４】
　前記較正信号は、補助増幅器を介して前記増幅器の前記出力に送られる、請求項１に記
載の装置。
【請求項５】
　前記複数のアイソレーションスイッチは、複数のＴスイッチを含む、請求項１に記載の
装置。
【請求項６】
　前記増幅器は、低ノイズ増幅器である、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記較正信号は、２トーン信号である、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記送信機は、前記送信機内のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネルの
うちの１つを使用して、前記２トーン信号を生成するように構成される、請求項７に記載
の装置。
【請求項９】
　生成された前記較正信号は、スイッチを介して前記少なくとも１つの受信機内の前記増
幅器の入力に送られる、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　方法であって、
　送信機を使用して較正信号を生成することと、
　生成された前記較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して受信機の注入点
に送ることと、前記受信機及び前記送信機は、単一のチップ中に構成される、
　を備える方法。
【請求項１１】
　前記注入点は、（１）前記受信機内の変圧器の入力である前記受信機内の増幅器の出力
又は（２）前記受信機内の前記増幅器の入力
　のうちの１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記較正信号は、前記送信機及び前記受信機のアイドルモード中に生成される、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記較正信号は、２トーン信号として生成される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記２トーン信号は、前記送信機のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネ
ルのうちの１つを使用して生成される、請求項１３に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記送信機の利得を変更することで前記２トーン信号の電力レベルを制御すること
　を更に備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記生成された較正信号は、スイッチを介して前記受信機内の増幅器の入力に送られる
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　前記生成された較正信号は、補助増幅器を介して送られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　装置であって、
　送信機を使用して較正信号を生成するための手段と、
　前記生成された較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して受信機の注入点
に送るための手段と、ここで、前記受信機及び前記送信機は、単一のチップ中に構成され
る、
　を備える装置。
【請求項１９】
　前記送信機の利得を変更することで前記較正信号の電力レベルを制御するための手段
　を更に備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　生成された前記較正信号を、前記受信機内の高利得の増幅器の入力に切り替えるための
手段
　を更に備える、請求項１８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示は一般に、直線性較正に関し、より具体的には、オンチップの直線性較正
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]受信機が、弱い所望信号を受信しているとき、強い干渉信号又はブロッカもまた
受信機入力に存在し得、これは、低電源環境における限られた利用可能な信号振幅により
重度の歪みを引き起こし得る。ダイレクト変換受信機では、二次相互変調（ＩＭ２）積か
らかなりの歪みが生じ得る。任意のキャリア周波数に位置する振幅変調干渉元は、受信機
において十分な偶数次の非直線性が存在する場合、所望信号帯域へとダウンコンバートさ
れ得る。
【０００３】
　[0003]本開示の詳細は、その構造及び動作の両方について、同様の参照番号が同様の箇
所を指す添付された更なる図面の検討によって部分的に収集され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】[0004]図１は、ワイヤレス通信システムと通信するワイヤレスデバイスである。
【図２】[0005]図２は、図１に示されるワイヤレスデバイスの例示的な設計のブロック図
である。
【図３Ａ】[0006]図３Ａは、本開示の別の実施形態に係る、例示的なトランシーバの概略
図である。
【図３Ｂ】[0007]図３Ｂは、ビデオ及び１０ＭＨｚを上回る他の周波数に適したＴスイッ
チのような例示的なアイソレーションスイッチの概略図である。
【図３Ｃ】[0008]図３Ｃは、本開示の別の実施形態に係る、例示的なトランシーバの概略
図である。
【図３Ｄ】[0009]図３Ｄは、本開示の更に別の実施形態に係る、例示的なトランシーバ（
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部分ビュー）の概略図である。
【図３Ｅ】[0010]図３Ｅは、本開示の更に別の実施形態に係る、一次受信機（ＰＲｘ）、
ダイバーシティ受信機（ＤＲｘ）及び送信機を含む例示的なトランシーバ（部分ビュー）
の概略図である。
【図４】[0111]図４は、ＬＮＡ、ミキサ及びベースバンドフィルタに適用されている直線
性補正の経路を強調した例示的なトランシーバの概略図である。
【図５】[0012]図５は、Ｔｘ信号経路によって生成された較正信号の、アンテナを介した
ブロードキャストを防ぐように構成されたアイソレーションブロックを強調した例示的な
トランシーバの概略図である。
【図６】[0013]図６は、本開示の一実施形態に係る、トランシーバのオンチップのＴｘ信
号経路を使用して較正信号を生成及び送るためのプロセスの例示的なフロー図である。
【図７】[0014]図７は、本開示の一実施形態に係る、チップ上で２トーン較正信号を生成
することと、オンライン又はアイドルモード中、直線性較正のために受信（Ｒｘ）信号経
路にこの信号を注入することとを行うために構成された例示的な装置の機能ブロック図で
ある。
【発明の詳細な説明】
【０００５】
　[0015]以下に示される詳細な説明は、本開示の例示的な設計の説明を意図しており、本
開示が実施され得る唯一の設計を表すことは意図していない。「例示的」という用語は、
「例、事例、又は実例としての役割を果たす」を意味するために本明細書で使用される。
「例示的」として本明細書で説明される任意の設計は、必ずしも、他の設計よりも好まし
い又は有利であると解釈されるべきではない。詳細な説明は、本開示の例示的な設計の完
全な理解を提供することを目的とした特定の詳細を含む。本明細書で説明される例示的な
設計がこれらの特定の詳細なしに実施され得ることは当業者に明らかになるであろう。幾
つかの事例では、周知の構造及びデバイスが、本明細書で提示される例示的な設計の新規
性を曖昧にしないために、ブロック図の形式で示される。
【０００６】
　[0016]早期のＣＤＭＡ受信機は、ブロッキング信号を減衰させ、十分に高い二次直線性
を取得するために、低ノイズ増幅器（ＬＮＡ）とミキサとの間の外部フィルタに依拠した
。近年、中間ＲＦフィルタの必要性を取り除くことを目的に、様々な入力インターセプト
ポイント（ＩＩＰ）改良技術が開発されている。送信機漏洩による大きなブロッカは、高
度に直線性の受信機が全二重システムで必要とされる主な原因である。これらの受信機の
多くは、フォアグラウンドに実装され、較正中、受信機の通常動作の中断を必要とする。
しかしながら、動作条件に対するＩＩＰの非常に高い感度により、サービスを中断させな
いために、自動バックグラウンド較正が望まれる。
【０００７】
　[0017]本明細書で説明される特定の実施形態は、チップ上で２トーン較正信号を生成す
ることと、オンライン又はアイドルモード中、直線性較正のために受信（Ｒｘ）信号経路
にこの信号を注入することとを提供する。一実施形態では、２トーン較正信号は、送信（
Ｔｘ）信号経路をトーンジェネレータとして使用して、チップ上で生成される。上述した
ように、生成された２トーン較正信号は、Ｒｘ信号経路の性能が影響を受けないポイント
においてＲｘ信号経路に送られる。一実施形態では、直線性較正は、二次入力インターセ
プトポイント（ＩＩＰ２）を較正することを含む。別の実施形態では、直線性較正は、残
差サイドバンド補正（ＲＳＢ）を較正することを含む。
【０００８】
　[0018]図１は、ワイヤレス通信システム１００と通信するワイヤレスデバイス１１０で
ある。ワイヤレスシステム１００は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標
））システム、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、モバイル通信のためのグローバ
ルシステム（ＧＳＭ（登録商標））システム、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）システム又は何らかの他のワイヤレスシステムであり得る。ＣＤＭＡシステム
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は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、ＣＤＭＡ １Ｘ、エボリューションデ
ータ最適化（ＥＶＤＯ）、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、又は何らかの他の
バージョンのＣＤＭＡを実現し得る。簡潔さのために、図１は、２つの基地局１２０と１
２２及び１つのシステムコントローラ１３０を含むワイヤレスシステム１００を示す。一
般に、ワイヤレスシステムは、任意の数の基地局及び任意のセットのネットワークエンテ
ィティを含み得る。
【０００９】
　[0019]ワイヤレスデバイス１１０は、ユーザ機器（ＵＥ）、モバイル局、端末、アクセ
ス端末、加入者ユニット、局、等とも呼ばれ得る。ワイヤレスデバイス１１０は、セルラ
電話、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハン
ドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブック、コード
レス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、ブルートゥース（登録商標）デバイ
ス、等であり得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ワイヤレスシステム１００と通信し得
る。ワイヤレスデバイス１１０はまた、ブロードキャスト局（例えばブロードキャスト局
１２４）からの信号、１つ又は複数の全地球的航法衛星システム（ＧＮＳＳ）における衛
星（例えば衛星１４０）からの信号、等を受信し得る。ワイヤレスデバイス１１０は、Ｌ
ＴＥ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ １Ｘ、ＥＶＤＯ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＧＳＭ、８０２．１
１、等の、ワイヤレス通信のための１つ又は複数の無線技術をサポートし得る。
【００１０】
　[0020]図２は、図１に示されるワイヤレスデバイス１１０の例示的な設計のブロック図
である。この例示的な設計では、ワイヤレスデバイス１１０は、一次アンテナ２１０に結
合されたトランシーバ２２０と、二次アンテナ２１２に結合されたトランシーバ２２２と
、データプロセッサ／コントローラ２８０とを含む。トランシーバ２２０は、複数の周波
数帯域、複数の無線技術、キャリアアリグレーション、等をサポートするために、複数（
ｋ個）の受信機２３０ｐａ－２３０ｐｋ及び複数（ｋ個）の送信機２５０ｐａ－２５０ｐ
ｋを含む。トランシーバ２２２は、複数の周波数帯域、複数の無線技術、キャリアアリグ
レーション、受信ダイバーシティ、複数の送信アンテナから複数の受信アンテナへの多入
力多出力（ＭＩＭＯ）送信、等をサポートするために複数（ｌ個）の受信機２３０ｓａ－
２３０ｓｌ及び複数（ｌ個）の送信機２５０ｓａ－２５０ｓｌを含む。
【００１１】
　[0021]図２に示される例示的な設計では、各受信機２３０は、ＬＮＡ２４０及び受信回
路２４２を含む。データ受信の場合、アンテナ２１０は、基地局及び／又は他の送信機局
から信号を受信し、受信したＲＦ信号を供給し、それは、アンテナインターフェース回路
２２４を通り、選択された受信機に入力ＲＦ信号として提示される。アンテナインターフ
ェース回路２２４は、スイッチ、デュプレクサ、送信フィルタ、受信フィルタ、整合回路
、等を含み得る。以下の説明では、受信機２３０ｐａが、選択された受信機であると想定
する。受信機２３０ｐａ内で、ＬＮＡ２４０ｐａは、入力ＲＦ信号を増幅し、出力ＲＦ信
号を供給する。受信回路２４２ｐａは、この出力ＲＦ信号をＲＦからベースバンドにダウ
ンコンバートし、ダウンコンバートされた信号を増幅及びフィルタ処理し、アナログ入力
信号をデータプロセッサ２８０に供給する。受信回路２４２ｐａは、ミキサ、フィルタ、
増幅器、整合回路、発振器、局部発振器（ＬＯ）ジェネレータ、位相ロックドループ（Ｐ
ＬＬ）、等を含み得る。トランシーバ２２０及び２２２内の残りの各受信機２３０は、受
信機２３０ｐａと類似した方法で動作し得る。
【００１２】
　[0022]図２に示される例示的な設計では、各送信機２５０は、送信回路２５２及び電力
増幅器（ＰＡ）２５４を含む。データ送信の場合、データプロセッサ２８０は、送信対象
のデータを処理（例えば符号化及び変調）し、選択された送信機にアナログ出力信号を供
給する。以下の説明では、送信機２５０ｐａが、選択された送信機であると想定する。送
信機２５０ｐａ内で、送信回路２５２ｐａは、アナログ出力信号を増幅し、フィルタ処理
し、ベースバンドからＲＦにアップコンバートし、変調ＲＦ信号を供給する。送信回路２
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５２ｐａは、増幅器、フィルタ、ミキサ、整合回路、発振器、ＬＯジェネレータ、ＰＬＬ
、等を含み得る。ＰＡ２５４ｐａは、変調ＲＦ信号を受けて増幅し、適切な出力電力レベ
ルを有する送信ＲＦ信号を供給する。送信ＲＦ信号は、アンテナインターフェース回路２
２４を通り、アンテナ２１０を介して送信される。トランシーバ２２０及び２２２内の残
りの各送信機２５０は、送信機２５０ｐａと類似した方法で動作し得る。
【００１３】
　[0023]図２はまた、受信機２３０及び送信機２５０の例示的な設計を示す。受信機及び
送信機はまた、フィルタ、整合回路、等のような、図２に示されていない他の回路を含み
得る。トランシーバ２２０及び２２２の全体又は一部は、１つ又は複数のアナログ集積回
路（ＩＣ）、ＲＦ ＩＣ（ＲＦＩＣ）、混合信号ＩＣ、等の上に実装され得る。例えば、
トランシーバ２２０及び２２２内のＬＮＡ２４０及び受信回路２４２は、複数のＩＣチッ
プ上に実装され得る。トランシーバ２２０及び２２２内の回路は他の方法でも実装され得
る。
【００１４】
　[0024]データプロセッサ／コントローラ２８０は、ワイヤレスデバイス１１０のための
様々な機能を実行し得る。例えば、データプロセッサ２８０は、受信機２３０を介して受
信されるデータ及び送信機２５０を介して送信されるデータのための処理を実行し得る。
コントローラ２８０は、トランシーバ２２０及び２２２内の様々な回路の動作を制御し得
る。メモリ２８２は、データプロセッサ／コントローラ２８０のためのプログラムコード
及びデータを格納し得る。データプロセッサ／コントローラ２８０は、１つ又は複数の特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）及び／又は他のＩＣ上に実装され得る。
【００１５】
　[0025]図３Ａは、本開示の別の実施形態に係る、例示的なトランシーバ３２０の概略図
である。図３Ａの例示される実施形態では、生成された２トーン較正信号は、ＬＮＡ３４
０ｃの入力（即ちポイントＢ）又はＬＮＡ３４０ｃの出力（即ちポイントＣ）の何れかに
注入される。この実施形態では、ＬＮＡ３４０ｂは、高性能のＬＮＡであり、ＬＮＡ３４
０ｃは、同じポートを共有する低性能のＬＮＡである。故に、較正信号は、スイッチＳ１
を閉じ、ポイントＢにこの信号を注入することで、高性能のＬＮＡ３４０ｂの入力へと注
入されることができる。
【００１６】
　[0026]図３Ａの例示的なトランシーバ３２０は、アンテナインターフェース回路３２４
、複数の受信機３４６ｂ－３４６ｋ及び送信機３５２を含む。一実施形態では、トランシ
ーバ３２０は、デジタルシグナルプロセッサ３８０に結合される。第１の受信機３４６ｂ
は、ＬＮＡ３４０ｂ、３４０ｃ、バラン３６２及び受信回路３４２ｂを含む。バラン３６
２は、第１の受信機のためのシングルエンド／差動変換器である。受信回路３４２ｂは、
ミキサ、ベースバンドフィルタ、及びアナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）を含む。受信
回路３４２ｂはまた、局部発振器を含む。例示的なトランシーバ３２０はまた、複数の受
信機３４６ｂ－３４６ｋのためにそれぞれ整合回路３１０ｂ－３１０ｋを含む。例示的な
トランシーバ３２０は、第１の受信機３４６ｂの整合回路３１０ｂに結合され、且つ、ア
ンテナインターフェース回路３２４から受けた無線周波数（ＲＦ）信号をフィルタ処理す
ることと、フィルタ処理されたＲＦ信号を第１の受信機３４６ｂに向かわせる（direct）
こととを行うように構成された表面音響波（ＳＡＷ）フィルタ３１２を更に含む。従って
、図３Ａの例示される実施形態では、第１の受信機３４６ｂは、（例えばユニバーサルモ
バイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の場合）ＳＡＷモードＲｘチェーンとして構成され
る。例示的なトランシーバ３２０は、図２のトランシーバ２２０、２２２のどちらに対し
ても使用され得る。
【００１７】
　[0027]図３Ａの例示される実施形態では、生成された２トーン較正信号は、Ｒｘ信号経
路の性能が影響を受けないポイントにおいて、Ｒｘ信号経路に送られる。例えば、２トー
ン較正信号は、ＵＭＴＳ ＳＡＷモードＲｘチェーンのために構成された第１の受信機３
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４６ｂ内のＬＮＡ３４０ｃの入力に（ポイントＢに）注入される。一実施形態では、ＬＮ
Ａ３４０ｂは、高い利得／性能のために使用され、ＬＮＡ３４０ｃは、低い利得／性能の
ために使用される。このケースでは、較正信号は、ポイントＢに注入され、高い性能／利
得のＬＮＡ３４０ｂの入力へと較正信号を注入するためにスイッチＳ１が閉じられ、スイ
ッチＳ２が開けられる。別の例では、較正信号は、補助ＬＮＡ３４４を介してＬＮＡ３４
０ｃの出力にあるポイントＣに注入され得る。このケースでは、較正信号は、シングルエ
ンド／差動変換変圧器（バラン３６２）に注入されて、このバランによってもたらされる
振幅不均衡を較正する。
【００１８】
　[0028]図３Ａでは、Ｔｘ出力からの較正信号が、Ｒｘ信号経路とＴｘ信号経路との間に
高度なアイソレーションを提供するために一連のアイソレーションスイッチ（例えばＴス
イッチ）を使用してＲｘ入力に送られる。ループバック経路のこれらのスイッチは相当小
さくなり得、Ｒｘ ＬＮＡ側及びＴｘ ＰＡ側に最小負荷をもたらすため、これらのスイッ
チは、Ｒｘ信号経路の性能又は感度に対して最小の劣化を引き起こす。一実施形態では、
ＲｘとＴｘとの間に高度なアイソレーションを提供するために、Ｒｘ ＬＮＡ側のＴスイ
ッチは、可能な限り注入点の近くに配置されるべきであり、Ｔｘ ＰＡ側のＴスイッチは
、可能な限りＰＡの近くに配置されるべきである。
【００１９】
　[0029]図３Ｂは、ビデオ及び１０ＭＨｚを上回る他の周波数に適したＴスイッチ３９０
のような例示的なアイソレーションスイッチの概略図である。Ｔスイッチ３９０は、２つ
のアナログスイッチ３９２、３９４を、それらの共通接続と接地電圧との間に接続された
第３のスイッチ３９６と直列に含む。Ｔスイッチ３９０がオンにされているとき、スイッ
チ３９２、３９４は閉じており、スイッチ３９６は開いている。オフ状態では、スイッチ
３９２、３９４は開いており、スイッチ３９６は閉じている。このオフ状態では、信号は
、スイッチ３９２、３９４の各々と並列した寄生キャパシタンスを介して結合しようとす
るが、それは、スイッチ３９６によって接地に分路される。故に、図３Ｂの例示される構
成では、Ｔスイッチ３９０は、単一のスイッチよりも良好なオフアイソレーションを提供
する。
【００２０】
　[0030]図３Ｃは、本開示の別の実施形態に係る、例示的なトランシーバ３２０の概略図
である。図３Ｃの例示的なトランシーバ３２０は、アンテナインターフェース回路３２４
、複数の受信機３４６ａ－３４６ｋ及び送信機３５２を含む。一実施形態では、トランシ
ーバ３２０は、デジタルシグナルプロセッサ３８０に結合される。第１の受信機３４６ａ
は、ＬＮＡ３４０ａ及び受信回路３４２ａを含む。他の受信機３４６ｋは、同様に構成さ
れ得る。一実施形態では、第１の受信機３４６ａは、高性能のＬＮＡを有するＳＡＷレス
ＧＳＭ受信機として構成される。この実施形態では、第１の受信機３４６ａは、この受信
機３４６ａのフロントエンドが表面音響波（ＳＡＷ）フィルタを含まないため、（例えば
モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ）の場合）ＳＡＷレスＲｘチェーンで
ある。複数の受信機３４６ａ－３４６ｋの各々は、ミキサ、ベースバンドフィルタ、アナ
ログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）を含む。各受信機３４６ａ、３４６ｋはまた、局部発振
器を含む。例示的なトランシーバ３２０はまた、複数の受信機３４６ａ－３４６ｋの各々
のために整合回路３１０ａ－３１０ｋを含む。例示的なトランシーバ３２０は、図２のト
ランシーバ２２０、２２２のどちらに対しても使用され得る。
【００２１】
　[0031]図３Ｃの例示される実施形態では、２トーン較正信号は、トランシーバ３２０の
アイドルモード中、送信回路３５２及び電力増幅器（ＰＡ）３５４を含む送信（Ｔｘ）信
号経路を使用してチップ上で生成される。これにより、別個のトーン生成モジュールは必
要なくなる。同じ振幅トーンを有する２トーン較正信号を生成するために、Ｔｘ信号経路
は、ベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネルの両方ではなく何れかを使用す
るように構成されるべきである。２トーン較正信号の電力は、Ｔｘ信号経路の利得を変更
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することで調整され得る。ＳＡＷレスモードでは、トーン信号の電力は、－１４ｄＢｍ程
度の低さであり得る。上述したように、生成された２トーン較正信号は、Ｒｘ信号経路の
性能が影響を受けないポイントにおいて、Ｒｘ信号経路に送られる。例えば、２トーン較
正信号は、ＧＳＭのＳＡＷレスＲｘチェーンのために構成された第１の受信機内のＬＮＡ
３４０ａの入力に（ポイントＡに）注入される。
【００２２】
　[0032]図３Ｄは、本開示の更に別の実施形態に係る、例示的なトランシーバ３２０（部
分ビュー）の概略図である。図３Ｄの例示される実施形態では、電力増幅器３５４の出力
は、受信回路３４２ａ内のミキサ３４８の入力（即ちポイントＤ１及びＤ２）において２
つのＴスイッチ３５６ａ、３５６ｂへと注入される。この実施形態では、電力増幅器の出
力が、補助ＬＮＡ３７２を使用してバッファされ、結果として生じる出力が、ミキサ３４
８の入力に注入される。
【００２３】
　[0033]図３Ｅは、本開示の更に別の実施形態に係る、一次受信機（ＰＲｘ）、ダイバー
シティ受信機（ＤＲｘ）及び送信機を含む例示的なトランシーバ３２０（部分ビュー）の
概略図である。図３Ｅの例示される実施形態では、電力増幅器３５４は、生成された２ト
ーン較正信号を出力し、それを、一次ＬＮＡ３４０ｅの出力（即ちポイントＥ）に較正Ｌ
ＮＡ３４４を介して注入する。この実施形態では、スイッチ３７０は、一次ＬＮＡ３４０
ｅを有する一次受信機経路と、ダイバーシティＬＮＡ３４０ｆを有するダイバーシティ受
信機経路との間に形成するために使用される。
【００２４】
　[0034]図４は、ＬＮＡ、ミキサ及びベースバンドフィルタに適用されている直線性補正
４１０、４１２の経路を強調した例示的なトランシーバ３２０の概略図である。適用され
る補正４１０、４１２は、Ｒｘ信号経路へと注入される較正信号を使用してＤＳＰ３８０
によって算出される。補正４１０、４１２は、トランシーバ３２０内の様々な要素に適用
されるが、これら補正の主要な目的は、ベースバンド出力における合計の二次相互変調積
（ＩＭ２）が最小値に達するまで、ミキサのゲートバイアスを自動的に調整することであ
る。
【００２５】
　[0035]図５は、Ｔｘ信号経路によって生成された較正信号の、アンテナを介したブロー
ドキャストを防ぐように構成されたアイソレーションブロック５１０を強調した例示的な
トランシーバ３２０の概略図である。図５では、全てのスイッチは、信号がアンテナポー
トへと漏洩するのを防ぐために、較正中、開いた状態が保たれる。
【００２６】
　[0036]図６は、本開示の一実施形態に係る、トランシーバ３２０のオンチップのＴｘ信
号経路を使用して較正信号を生成及び送るためのプロセス６００の例示的なフロー図であ
る。図６の例示される実施形態では、較正信号は、ステップ６１０において、Ｔｘ信号経
路のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネルの何れかを使用して生成される
。較正信号の電力は、Ｔｘ信号経路の利得を変更することで制御され得る。ＳＡＷモード
では、較正信号の電力は－２０ｄＢｍ程度の低さで有り得、一方で、ＳＡＷレスモードで
は、電力は、約－１４ｄＢｍであり得る。生成された２トーン較正信号は、ステップ６２
０において、Ｒｘ信号経路の性能が影響を受けないポイントにおいて、Ｒｘ信号経路に送
られる。例えば、較正信号は、ＧＳＭのＳＡＷレスＲｘチェーンのために構成された第１
の受信機内のＬＮＡ３４０ａの入力に（ポイントＡに）注入される。別の例では、２トー
ン較正信号は、ＵＭＴのＳＡＷモードＲｘチェーンのために構成された第２の受信機内の
ＬＮＡ３４０ｃの出力に（ポイントＣに）注入される。この例では、較正信号は、補助Ｌ
ＮＡ３４４を介してポイントＣに注入される。どちらの例でも、較正信号は、シングルエ
ンド／差動変換器（バラン）の前に注入されて、このバランによってもたらされる振幅不
均衡を較正する。更なる例では、２トーン較正信号は、ＵＭＴのＳＡＷモードＲｘチェー
ンのために構成された第２の受信機内のＬＮＡ３４０ｃの入力に（ポイントＢに）注入さ
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れ得る。
【００２７】
　[0037]次に、一連のＴスイッチは、ステップ６３０において、Ｒｘ信号経路とＴｘ信号
経路との間に高度なアイソレーションを提供するのに適切な位置に配置される。ループバ
ック経路のこれらのスイッチは相当小さくなり得、Ｒｘ ＬＮＡ側及びＴｘ ＰＡ側に最小
負荷をもたらすため、これらのスイッチは、Ｒｘ信号経路の性能又は感度に対して最小の
劣化を引き起こす。一実施形態では、Ｒｘ信号経路とＴｘ信号経路との間に高いアイソレ
ーションを提供するために、Ｒｘ ＬＮＡ側のＴスイッチは、可能な限り注入点の近くに
配置されるべきであり、Ｔｘ ＰＡ側のＴスイッチは、可能な限りＰＡの近くに配置され
るべきである。
【００２８】
　[0038]図７は、本開示の一実施形態に係る、チップ上で２トーン較正信号を生成するこ
とと、オンライン又はアイドルモード中、直線性較正のために受信（Ｒｘ）信号経路にこ
の信号を注入することとを行うために構成された例示的な装置７００の機能ブロック図で
ある。図７の例示される実施形態では、装置７００は、送信機を使用して較正信号を生成
するための第１の手段７１０を備える。装置７００はまた、生成された較正信号を、複数
のアイソレーションスイッチを介して受信機の注入点に送るための第２の手段７２０を含
む。
【００２９】
　[0039]本明細書で説明されたトランシーバは、１つ又は複数のＩＣ、アナログＩＣ、Ｒ
ＦＩＣ、混合信号ＩＣ、ＡＳＩＣ、プリント基板（ＰＣＢ）、電子デバイス、等の上に実
装され得る。トランシーバはまた、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）、Ｎ型ＭＯＳ（
ＮＭＯＳ）、Ｐ型ＭＯＳ（ＰＭＯＳ）、バイポーラ結合トランジスタ（ＢＪＴ）、バイポ
ーラＣＭＯＳ（ＢｉＣＭＯＳ）、シリコンゲルマニウム（ＳｉＧｅ）、ガリウムヒ素（Ｇ
ａＡｓ）、ヘテロ接合バイポーラトランジスタ（ＨＢＴ）、高電子移動度トランジスタ（
ＨＥＭＴ）、シリコンオンインシュレータ（ＳＯＩ）、等、様々なＩＣプロセス技術を用
いて組み立てられ得る。
【００３０】
　[0040]本明細書で説明されたトランシーバを実装する装置は、スタンドアロン型デバイ
スであり得るか、又はより大きなデバイスの一部であり得る。デバイスは、（i）独立型
ＩＣ、（ii）データ及び／又は命令を格納するためのメモリＩＣを含み得る１つ又は複数
のＩＣのセット、（iii）ＲＦ受信機（ＲＦＲ）又はＲＦ送信機／受信機（ＲＴＲ）のよ
うなＲＦＩＣ、（iv）モバイル局モデム（ＭＳＭ）のようなＡＳＩＣ、（v）他のデバイ
ス内に埋め込まれ得るモジュール、（vi）受信機、セルラ電話、ワイヤレスデバイス、ハ
ンドセット、又はモバイルユニット、（vii）その他を含み得る。
【００３１】
　[0041]１つ又は複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェアに、ソフト
ウェアに、ファームウェアに又はそれらの任意の組み合わせに実装され得る。ソフトウェ
アで実装される場合、これら機能は、コンピュータ可読媒体において、１つ又は複数の命
令又はコードとして格納又は送信さ得る。コンピュータ可読媒体は、ある箇所から別の箇
所へのコンピュータプログラム移送を容易にする任意の媒体を含むコンピュータ通信媒体
及びコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによりアクセスされ
ることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ若し
くは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置若しくは他の磁気記憶デバイス、又
はコンピュータによってアクセス可能であり、且つ、命令又はデータ構造の形式で所望の
プログラムコードを搬送又は格納するために使用されることができる任意の他の媒体を備
え得る。また、任意の接続は厳密にはコンピュータ可読媒体と称され得る。例えば、ソフ
トウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、又は赤外線、電波、及びマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウ
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ェブサイト、サーバ、又は他のリモートソースから送信される場合、この同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、電波、及びマイクロ波のよ
うなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（
disk）及びディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録
商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク、及びブルーレイディスクを含み、ディスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生
し、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わ
せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００３２】
　[0042]本開示の以上の説明は、当業者が本開示を実施又は使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形に適用され
得る。故に、本開示は、本明細書で説明された例及び設計に制限されることを意図せず、
本明細書に開示された原理及び新規な特徴に合致する最も広い範囲が与えられるべきであ
る。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図３Ｃ】 【図３Ｄ】

【図３Ｅ】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月24日(2017.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　送信機のアイドルモード中、較正信号を生成するように構成された前記送信機と、
　注入点を有する複数の受信機と、前記複数の受信機の各々は、少なくとも１つの増幅器
及び変圧器を含む、
　ここにおいて、前記少なくとも１つの増幅器及び前記変圧器のうちの少なくとも１つは
、前記注入点のうちの少なくとも１つに結合される、
　前記複数の受信機の前記注入点に結合された複数のアイソレーションスイッチと、
　ここにおいて、前記複数のアイソレーションスイッチは、前記送信機によって生成され
た前記較正信号を、前記複数の受信機の各々における前記注入点のうちの１つに送るよう
に構成される、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記較正信号は、（１）前記変圧器の入力である前記増幅器の出力又は（２）前記増幅
器の入力
　のうちの１つに送られる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記複数の受信機及び前記送信機は、単一のチップ上に構成される、請求項１に記載の
装置。
【請求項４】
　前記較正信号は、補助増幅器を介して前記増幅器の前記出力に送られる、請求項１に記
載の装置。
【請求項５】
　前記複数のアイソレーションスイッチは、複数のＴスイッチを含む、請求項１に記載の
装置。
【請求項６】
　前記増幅器は、低ノイズ増幅器である、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記較正信号は、２トーン信号である、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記送信機は、前記送信機内のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネルの
うちの１つを使用して、前記２トーン信号を生成するように構成される、請求項７に記載
の装置。
【請求項９】
　生成された前記較正信号は、スイッチを介して前記複数の受信機内の前記増幅器の入力
に送られる、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　方法であって、
　送信機を使用して、アイドルモード中に、較正信号を生成することと、
　生成された前記較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して複数の受信機の
各受信機の複数の注入点のうちの１つの注入点に送ることと、
　ここにおいて、各受信機は、少なくとも１つの増幅器及び変圧器を含み、
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　ここにおいて、前記複数の注入点のうちの少なくとも１つは、前記少なくとも１つの増
幅器及び前記変圧器のうちの少なくとも１つに結合される、
　を備える方法。
【請求項１１】
　前記複数の注入点は、（１）各受信機内の変圧器の入力である各受信機内の前記増幅器
の出力又は（２）各受信機内の前記増幅器の入力
　のうちの１つを含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記較正信号は、２トーン信号として生成される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記２トーン信号は、前記送信機のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネ
ルのうちの１つを使用して生成される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記送信機の利得を変更することで前記２トーン信号の電力レベルを制御すること
　を更に備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　生成された前記較正信号は、スイッチを介して各受信機内の増幅器の入力に送られる、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　生成された前記較正信号は、補助増幅器を介して送られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　装置であって、
　アイドルモード中に、較正信号を生成するための手段と、
　生成された前記較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して複数の受信機の
各受信機の複数の注入点のうちの１つの注入点に送るための手段と、
　ここにおいて、各受信機は、少なくとも１つの増幅器及び変圧器を含み、
　ここにおいて、前記複数の注入点のうちの少なくとも１つは、前記少なくとも１つの増
幅器及び前記変圧器のうちの少なくとも１つに結合される、
　を備える装置。
【請求項１８】
　前記送信機の利得を変更することで前記較正信号の電力レベルを制御するための手段
　を更に備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　生成された前記較正信号を、各受信機内の高利得の増幅器の入力に切り替えるための手
段
　を更に備える、請求項１７に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　[0042]本開示の以上の説明は、当業者が本開示を実施又は使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形に適用され
得る。故に、本開示は、本明細書で説明された例及び設計に制限されることを意図せず、
本明細書に開示された原理及び新規な特徴に合致する最も広い範囲が与えられるべきであ
る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
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　装置であって、
　注入点を有し、少なくとも増幅器及び変圧器を有する少なくとも１つの受信機と、
　前記少なくとも１つの受信機の注入点に結合された複数のアイソレーションスイッチと
、ここで、前記複数のアイソレーションスイッチは、送信機によって生成された較正信号
を前記注入点のうちの１つに送るように構成される、
　を備える装置。
［Ｃ２］
　前記較正信号は、（１）前記変圧器の入力である前記増幅器の出力又は（２）前記増幅
器の入力
　のうちの１つに送られる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つの受信機及び前記送信機は、単一のチップ上に構成される、Ｃ１に
記載の装置。
［Ｃ４］
　前記較正信号は、補助増幅器を介して前記増幅器の前記出力に送られる、Ｃ１に記載の
装置。
［Ｃ５］
　前記複数のアイソレーションスイッチは、複数のＴスイッチを含む、Ｃ１に記載の装置
。
［Ｃ６］
　前記増幅器は、低ノイズ増幅器である、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記較正信号は、２トーン信号である、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記送信機は、前記送信機内のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネルの
うちの１つを使用して、前記２トーン信号を生成するように構成される、Ｃ７に記載の装
置。
［Ｃ９］
　生成された前記較正信号は、スイッチを介して前記少なくとも１つの受信機内の前記増
幅器の入力に送られる、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］
　方法であって、
　送信機を使用して較正信号を生成することと、
　生成された前記較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して受信機の注入点
に送ることと、前記受信機及び前記送信機は、単一のチップ中に構成される、
　を備える方法。
［Ｃ１１］
　前記注入点は、（１）前記受信機内の変圧器の入力である前記受信機内の増幅器の出力
又は（２）前記受信機内の前記増幅器の入力
　のうちの１つを含む、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記較正信号は、前記送信機及び前記受信機のアイドルモード中に生成される、Ｃ１０
に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記較正信号は、２トーン信号として生成される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記２トーン信号は、前記送信機のベースバンドフィルタ及びミキサのＩ又はＱチャネ
ルのうちの１つを使用して生成される、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記送信機の利得を変更することで前記２トーン信号の電力レベルを制御すること
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　を更に備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記生成された較正信号は、スイッチを介して前記受信機内の増幅器の入力に送られる
、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記生成された較正信号は、補助増幅器を介して送られる、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１８］
　装置であって、
　送信機を使用して較正信号を生成するための手段と、
　前記生成された較正信号を、複数のアイソレーションスイッチを介して受信機の注入点
に送るための手段と、ここで、前記受信機及び前記送信機は、単一のチップ中に構成され
る、
　を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記送信機の利得を変更することで前記較正信号の電力レベルを制御するための手段
　を更に備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　生成された前記較正信号を、前記受信機内の高利得の増幅器の入力に切り替えるための
手段
　を更に備える、Ｃ１８に記載の装置。
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